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 保育所から見える海の様子で、春になったことを感じます。潮の満ち引きが大きくなり、子ども

達の大好きな磯遊びができる季節の到来です。 

 この職員室だよりがお手元に届くころには、令和 7 年度の保育がスタートしていますが、令和

6年度 3月の子ども達の様子をお伝えしたいと思います。 

 

 

 

 

 

【３月】 

７日、竹岡保育所体験農園でじゃがいも植えをしました。事前に飯田さんがきれいに耕して、子

ども達がやりやすいようにと、小さな鍬まで用意して下さっていました。子ども達は、保育所の畑

で、畑の先生（込宮さん）ともじゃがいもを植えていたので、作業もとってもスムーズに進みまし

た。小さな鍬を、飯田さんに教えてもらいながら使いこなす子ども達。こうやって、一緒に畑作業

ができる環境がありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 10日は、保育所の畑で込宮さんと畑仕事。 

込宮さんがいろいろアドバイスをして下さる 

ので、菜花やブロッコリーをたくさん食べる 

ことができました。子ども達の好きなメニュ 

ーは、菜花の天ぷらなんですよ♪1歳になっ 

たお友達も、おいしそうに食べています。 

 14 日には,“NPO 法人 ふるさと壱燈会”の方よりお誘いがあり、菜花摘みをさせて頂きまし

た。ちょうど保育所の菜花が終わってしまった頃だったので、子ども達は“また菜花の天ぷらが食

べられる！”と張り切って摘んでいました。その日の給食で早速、天ぷらにしてもらい大喜び。た

くさん頂いたので、各家庭へのお土産にもしました。「地域に還元 

したいので、また収穫に来てください」と有り難いお言葉も頂戴し、 

改めて地域の皆さんに支えていただいていることを感じました。 

“NPO 法人 ふるさと壱燈会”の皆様、ありがとうございました。 

職 員 室 だ よ り 

こんなこと楽しんでいるよ 
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7日と 14日の帰り道では、体験農園のすぐ近くのブロッコ 

リー畑で、川口さんから大きなブロッコリーもたくさん頂きま 

した。竹岡の子ども達は、収穫してすぐの野菜を食べるという、 

とても贅沢な食生活を送っています。都会では考えられないで 

すよね。地域の皆さんに声をかけてもらい、おすそ分けを頂く。 

これは、当たり前のことではなく、とてもありがたいことで 

あることを子ども達にしっかりと伝えていきたいと思います。 

 

13日は、年長児だけ、特別にマザー牧場へ遠足に行きました。皆さ

んもご存知のように、竹岡の年長児は、いっくんだけです。いっくんだ

けで遠足に行った？？と、不思議に思われた方もいらっしゃるかもし

れません。この 3年間、“同じ小学校に行くから・・”と、交流をして

きた中央保育所の年長児が「いっくんも一緒に行こう」と誘ってくれま

した。少人数の保育所ではありますが、近隣の保育所と交流を重ね、小

学校入学前には、すっかり仲良しになりました。新しい環境に入ること

は、誰もが不安です。その不安な気持ちを少しでも減らしてあげられる

ように、これからも子どもの気持ちに寄り添い、丁寧な保育をしていき

たいと思います。 

 

17日は、卒園するいっくんに「ありがとうをしたい」という在園児の企画で『おもいでさんぽ』

をしました。昨年度に引き続き、日頃、お世話になっている方々にご協力頂きました。舟に乗せて

くれたひろちゃんのおじいちゃん、久治製パンの白井さん、ブロッコリー畑の川口さん、東京ベイ

サイド GCの皆さん、畑の先生の込宮さん、体験農園の飯田さん・・。おかげさまで、子ども達大

喜びの『おもいでさんぽ』となりました。ご協力、ありがとうございました。 

※詳しくは、３ページのドキュメンテーションをご覧下さい。 

 

25日は、令和 6年度の卒園式でした。卒園式は私達職員に 

とって、嬉しいけれど淋しい日でもあります。あんなことあっ 

たな、こんなこともあったな・・と、いろいろな思い出がよみ 

がえります。みんなのお兄ちゃんとして、竹岡保育所を引っ張 

っていってくれたいっくん。小学校に行っても、たけおかっ子 

らしく、頑張れ！ 

 

 

初めておうちの人と離れて過ごす場所である保育所が、子ども達にとって楽しい思い出の場所に

なってほしいという気持ちで保育してまいりました。竹岡保育所は、地域の皆さんのご理解、ご協

力のおかげで、様々な活動をすることができます。夕方の広報無線で『地域で子どもを見守りまし

ょう』というメッセージが流れますが、まさに竹岡はその通りだな・・と思います。 

保育所を身近に感じていただきたく、この職員室だよりを回覧させて頂きました。令和 7 年度

定期人事異動で、私はこの地を離れることになりましたが、今後も竹岡保育所が地域の皆さんにと

って身近な場所であるよう願っております。竹岡保育所へのたくさんのサポート、ありがとうござ

いました。そして、これからもよろしくお願いいたします。 令和 6 年度竹岡保育所所長 髙林めぐみ 
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